
 

  

開館時間 

平 日 10：00～18：00 

土日祝 10：00～17：00 

お問合せ 

美里町立森の図書館 
TEL 0495-75-2055 

 

 

 

 

休館日 

休館日のお知らせ 

図書館内は学習机含め飲食禁止です。 

飲食される際はコミセンロビーをご利用ください。 

 

12/26（金）～2026年 1/5（月）まで年末年始休館 

※なくなり次第終了です 

森の図書館だより 
 2025年12月・2026年 1月号 

第 86号 

他にも冬のイベントに関係した本を

たくさんご用意しています(^^♪ 

ツリーの飾り付け 
ことしも 
やります 

ぜひ森の図書館でステキな冬を

お過ごしください 

★年末年始のお知らせ★ 
2025 年12.26（金）～ 

2026 年1.5（月）休館 

1 月6 日（火） 

10：00 より開館します 

 
２０２6年もよろしく
おねがいします 

 ばいば～い 

12 月

日 月 火 水 木 金 土

30 1 2 3 4 5 6

7 8 9 10 11 12 13

14 15 16 17 18 19 20

21 22 23 24 25 26 27

28 29 30 31 1 2 3

1 月

日 月 火 水 木 金 土

28 29 30 31 1 2 3

4 5 6 7 8 9 10

11 12 13 14 15 16 17

18 19 20 21 22 23 24

25 26 27 28 29 30 31

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

素敵なクリスマス 

もうすぐクリスマスがやってきます。 

本の中でいろいろなクリスマスを楽しみましょう！ 

『世界で一番の贈りもの』  

マイケル・モーパーゴ/作 

マイケル・フォアマン/画，佐藤 見果夢/訳 

評論社 [933.8] 

1914 年、凍てつく西部戦線。1 人の兵士が声を

上げた。「敵の塹壕に白旗が!」 それが、この後に

続く夢のような出来事の幕開けだった…。前線各

地で起こった「クリスマス休戦」の実話に基づいた

物語。 

『クリスマスを探偵と』 

伊坂 幸太郎/文，マヌエーレ・フィオール/絵 

河出書房新社 [F ｲ] 

舞台はドイツ。探偵カールがクリスマスの夜に出

会った、謎の男とは…? 伊坂作品のエッセンスす

べてが凝縮された、心温まる聖夜の奇跡の物語。

マヌエーレ・フィオールによる幻想的で抒情的な雰

囲気の挿し絵も収録。 

 



 

 

   

♪こちらもどうぞ♪ 

『隣人のうたはうるさくて、ときどきやさしい』 

白尾 悠/著, 双葉社 [F ｼ] 

『羽柴秀長 秀吉の天下を支えた弟』 

柴 裕之/著，ＫＡＤＯＫＡＷＡ [289.1] 

『自然を編むかご 

畑、庭、野山に生える自然素材ではじめてのかご作り』 

長谷川 美和子/著, グラフィック社 [754.6] 

（紹介文：TRC株式会社図書館流通センターより引用）
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味、香り、からだ整え…。生

姜の魅力が満載! 生姜ごぼう

団子スープ、豚ジンジャー、

さばの生姜ぬか床煮、生姜お

惣菜蒸しパンなど、生姜料理

店シェフで元祖ジンジャラ

ー、森島土紀子の選りすぐり

のレシピを紹介します。  

時は江戸時代、大坂堂島で特に盛んだったのが先物取引。幕閣は

堂島を支配すべく動き出すのだが…。市場の自治を守らんとする

大坂商人たちと、武士の誇り(とお金)を懸けた江戸幕府との頭脳

戦。『別冊文藝春秋』掲載を書籍化。 

 

天保の世。大坂にいられなくなった道具商の放蕩息子「どら蔵」こ

と寅蔵は、江戸の骨董商の世界へ。お宝を巡って時に騙され、時に

勝負をかけ、時々情に流され…。学芸通信社の配信により各紙にて

掲載したものに加筆修正。 

『どら蔵
ぞう

』 

朝井 まかて/著, 講談社 [F ｱ] 

新着図書案内 

 

南部藩の小さな村に生まれた少女リュウ。母馬・生築の世話をす

る彼女の元に馬喰が現れ、「生築の仔は天下の御馬になる」と囁い

た。天馬は天馬から生まれるのが道理。生まれにとらわれず、違

う何かになれるのだろうか? 

『天下の値段 享保のデリバティブ』 
門井 慶喜/著, 文藝春秋 [F ｶ] 

『まいにち食べたい! 生姜レシピ』 
森島 土紀子/著, 永岡書店 [596] 

『天馬の子』 
高瀬 乃一/著, ＫＡＤＯＫＡＷＡ [F ﾀ] 


